無い かとい う 説 もあった が、 これ とても 一部の 人々 の 

想像に 過ぎなかった。 

更に 不思議と いうべき は、 この 四 人の 死骸に 一 力 所 

の 疵の痕 も 見いだ されない ことであった。 縊られ たよ 

うな 形跡 もなかった。 さりと て 水 を嚥ん でい るよう に 

も 見えなかった。 他人が 殺して 古井戸に 投げ込ん だの 

か、 何 かの 仔細で 四 人が 同時に 身 を 投げて 自殺した の 

か、 それ は 誰に も 容易に 解けない 謎であった。 

「なに か 騒々 しい ことが 出来，" したそう で …… 。 御 迷 

惑で ございましよう」 

神 田 三 河 町の 半 七が 子分の 松吉を つれて、 押 上 村の 



て、 あの 寺へ 物取りに はいるよ うな 間抜け は あるめえ。 

万一 物取りに はいった にしても、 坊主 も 虚無僧 もみん 

くっきょう 

な 屈 竟の男 揃いだ。 たとい 寝込み を 狙われた にして 

ま. う 

も、 揃いも揃って ぶち 殺されて、 片っ端から 井戸へ 抛 

り 込まれて しまう というの は、 ちっと 受け取 リ かねる 

話 じゃあね え か」 

「その 虚無僧 は、 前から 寺に 泊ま つ ていたんで すかえ」 

な つ しょ 

「今まで は 住職と 納所ば かりだ。 そこへ 何処から か虚 

無 僧 二人が 舞い込んで 来て、 一緒に 死んで いたんだ か 

ら、 何が どうした のか 判らね え」 

「ふうむ」 と 半 七 は、 猪口 をお いて 考えて いた。 松吉 



うち 

「元 八と いうの は、 ここの 家へ も 始終 遊びに 来る 奴で、 

ゆうべ も 私のと ころへ 来て、 実は 十五夜の 晚 にこう こ 

ういう ことがあ つたと、 内証で 話して 聞かせた の だ」 

気の毒な ほどの 馳走に なって、 女中た ちに 幾らかの 

祝儀 を やって、 半 七と 松吉が 緑屋を 出た の は 昼の 八ッ 

(午後 二 時) を 少し 過ぎた 頃であった。 

「緑屋 の 爺さんの お扱いが いいので、 思いの ほかに 油 

を 売って しまった。 これから 本気に なって 稼がな け 



ちに、 三人 は竜濤 寺の 門前に 行き着いた。 

「成程、 ひどい 荒れ 寺 だな」 と、 松吉は 傾き かかった 

門 を 見 あげながら 云った。 「これ じゃあ 何 かの 怪談 も 

ぁリ そうだ」 

門 内に は そのむ かし 雷火に 打 たれた という 松の 大木 

がその ままに 横たわって、 古い t 石蹵は 秋草に 坦 めら 

れ ていた。 昼で も 虫の 声が みだれて 聞え た。 いかに 貧 

乏寺 といいながら、 ともかくも 住僧が ある 以上、 よく 

もこん なに 住み荒らし たもの だと 思いながら、 半 七 は 

草 を 踏み わけて 進んで ゆく と、 死骸の 見いだ された 古 

井戸 は それで あると、 友吉は 庫裏の 前 を 指さして 教え 



さ るすべ リ 

た。 大きい 百日紅の 下に ある 石の 井筒に は、 一 面に 

しめ 

湿つ ぼい 苔が むして いた。 今度の 騒ぎで 荒らされ たと 

見えて、 そこらの 草 は さんざんに 踏み 散らされて いた _ 

半 七 も 松吉も 井戸 をの ぞいた。 日 を さえぎる 百日紅 

の 影に 掩 われて、 暗い 古井戸の 底 は 更に 薄暗かった。 

井戸 は なかなか 大きい ので、 四 人の 死骸 を 沈める のに 

仔細 はない と 思われた。 友吉に 案内 させて、 半 七ら は 

更に 墓場 を 見 まわる と、 そこらの 大樹の 下に 二、 三 力 

所、 新ら しく 掘り返し たような 跡が 見いだ された。 半 

七 は 身をかがめて 窺う と、 本堂の 縁の下に も 同じよう 

な 跡が 見えた。 



残って いる。 ゆうべ か 今朝 あたり、 ここら を搔 きま わ 

した 奴が あるに 相違ね え」 

もく きょ 

半 七 は そこに ある 木魚 を 叩いて みた。 

「この 寺 じゃあ 木魚 を 叩きます かえ」 と、 彼 は 友吉に 

き 

H ヽ ち。 
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木魚 を 叩く か 叩かない か、 それ はよ く 知らないと 友 

吉は 答えた。 半 七 は 再び 木魚 をた たいた。 

「和尚の 居間 は どこ だね」 

「こ つちです よ」 

友吉は 先に 立って 行き かかる と、 半 七 も ふた 足 三 足 

ゆき 掛けた が、 また 小戻り して 松吉 にさ さやいた。 



から 何物 か を 挿し 込めば、 底 蓋の 上に 落ちて 自由に 取 

り 出す ことが 出来る ようになつ ている。 現に 小さい 結 

び 文が 落ちて いた。 

半 七 は その 結び 文 を あけて 見る と、 女文字で 「十五 

や 御よう じん」 と 書いて あった。 十五夜 御用 心 そ 

れは 十五夜に 於け る 異変 を 予告す るよう にも 見られた _ 

「なんの 為に こんな 仕掛け をして 置いた のかな」 と、 

松吉は 木魚 を ながめた。 「密書 を 投げ込む 為 かね」 

「まあ、 そうだろう。 今 も 寝道具 を 調べたら、 白粉 や 

油の 匂いが する。 ここに は 女文字の 文が ある。 なにし 

ろ、 この 一件に は 女の 詮議が 肝腎 だ。 案内の 男に 云い 



「さあ、 野郎。 この 腕に 網が 掛かる か、 掛からね え か 

の 分かれ道 だ。 返事 をし ろよ。 返事 をし ねえ かよ」 

摑んだ 腕 を ゆすぶられて、 元 八 はいよ いよ ふるえた _ 

「親分の 仰し やる 通り、 実は 三人の あと を 尾け て …… 」 

「寺の なかまで はいり 込んだ な。 それから どうした」 

「三人 は 案内 も 無しに 上がり込みました」 

「坊主 はいたの か」 

「住職、 納所 もい ました。 三人 は 住職の 居間へ 通って 

…：- J 

「この 六 畳 だな」 

「そうです。 住職 も 納所 も 虚無僧 も 女 も、 みんな 一 緖 



込んで、 夜の ふける の を 待って いたが、 やがて 四ッ (午 

後 十 時) に 近い 頃まで も 彼ら を 驚かす ような 化け物 は 

出なかった。 松吉は 少し 待ちくたびれ たように ささや 

いた。 

「親分。 化け物 はま だ 来ね え かね」 

な うしみ つ 

「秋の 夜 は 長げ え。 化け物の 来る の は 丑満と 決まって 

いら あ」 

「まったく 秋の 夜 は 長げ え。 ここらで 一服 吸っても い 

いかね」 

ひうち きんもつ 

「いけね え。 燧 石の 火 は 禁物 だ」 

「いやに 暗い 晚 だね」 



寺の 坊主 共 も 或いは そんな 仲間 じゃあな いかと、 まず 

第 一 に 思い付い たんです。 

そこで、 古井戸の 死骸です が、 出家 二人と 虚無僧 二 

人が、 一 度に 身投げ をす るの もお かしい。 おまけに、 

その 死骸が 水 を嚥ん でい なかった と 云います から、 身 

投げで は 無い ように 思われます。 しかし 他人が 殺して 

投げ込ん だのなら ば、 からだに 何 かの 疵 あとが 残って 

いなければ ならない。 たとい 毒殺に しても、 やっぱり 

何 かの 痕が 残って、 検視の 役人た ちに も 知れる 害です _ 

他人が 殺して、 なんにも 跡 方が 残らな いのは、 睡り薬 

の ほか は 無い という こと を、 私 はかね て 医者から 聞い 



さて はこい つらの 仲間のう ちに、 長 崎に 関係の ある 奴 

がま じっている。 長 崎なら ば、 異国の 商船が 絶えず 出 

入り をして いる 土地です から、 モルヒネの 睡リ薬 を 手 

に 入れる ことが 出来る。 そこで、 緑屋の 爺さんに 訊い 

てみ ると、 荒物屋のお 鎌 は 九州の 生まれ だとい うので、 

いよいよ 長 崎に 縁の ある ことが 判りました」 

「そこで、 そのお 鎌と いうの はどうい う 人間なん です 

か」 と、 私 もい よいよ 興味 を そそられて 訊いた。 

「お 鎌 は 果たして 長 崎の 人間でした。 死んだ 亭主の 名 

は徳之 助と 云って、 二十 年 ほど も 前から 夫婦連れで 国 

つ-りじ 

を 出て、 何 かの 縁 を 頼って、 初めは 江戸の 品 川に 草鞋 



鎌 をたず ねて 来る 途中、 東海道の 三 島の 宿から 全 達と 

道連れに なって、 一緒に 江戸へ 出て 来たんで す。 その 

道中の こと はよ く 判りません が、 江戸へ 着いた 頃に は 

二人とも、 もう 相当の 悪者に なって いたよう です。 こ 

の 二人が 竜濤 寺の 空 寺に 巣 を 作る ようにな つたの も、 

お 鎌に 教えられたん でしよう。 そのうちに、 お 鎌の 亭 

主の 徳之 助が 死んだ ので、 死骸 を竜濤 寺へ 葬って、 そ 

の 墓参りに かこ つけて お 鎌 は 始終 出這入り をして いた 

ん です。 そんな わけです から、 お 鎌 は みんなの 悪事 を 

承知して いる どころ か、 そいつら が 盗んで 来た 品物 を 

択リ 分けて、 賍品 i (や 湯灌 場 買 なぞに 売り捌い ていた 
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